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安
倍
首
相
は
召
集
さ
れ
た
通
常
国
会

の
所
信
表
明
で
、
政
策
課
題
で
「
働
き
方

改
革
関
連
法
案
」
や
「
Ｉ
Ｒ
実
施
法
案
」

な
ど
の
重
要
法
案
の
成
立
に
全
力
を
上

げ
る
と
共
に
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
も
「 

国
民
的
な
議
論
を
一
層
進
め
る
」
と
明
言 

し
、
来
年
度
の
国
民
投
票
の
実
施
に
向
け 

た
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

   

与
野
党
の
論
戦
が
激
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
重
要
法
案
は
、
連
合
や
労
働
団
体

が
反
対
し
て
い
る
事
実
上
青
天
井
の
「
残 

業
時
間
」
を
罰
則
付
き
の
上
限
規
制
を
設

け
る
と
し
た
法
案
や
、
高
収
入
の
専
門
職
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野
古
新
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ら
の
労
働
時
間
を
規
制
か
ら
は
ず
す
「
脱

時
間
給
」
制
度
な
ど
の
法
案
を
、
一
括
８

本
の
改
正
法
案
に
束
ね
て
提
出
し
よ
う
と

し
て
い
る
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
で
す
。 

ま
た
自
民
党
や
維
新
の
会
な
ど
が
積
極

的
な
「
Ｉ
Ｒ
実
施
法
案
」
も
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
日
本 

退
職
者
連
合
は
、
今
日
ま
で
一
貫
し
て
反

対
の
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
２
０
２
０
年
の
「
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
前
に
し
て
、
公
共

施
設
や
飲
食
店
で
の
受
動
喫
煙
対
策
を
強

化
す
る
「
健
康
増
進
法
改
正
案
」
を
巡
っ

て
も
、
与
野
党
の
論
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
自
民
党
を
中
心
と
し
た
憲

法
改
正
を
急
ぐ
改
憲
勢
力
が
２
／
３
議
席 

                

 

を
占
め
る
今
の
内
に
、
衆
参
の
「
憲
法
審
査

会
」
で
の
議
論
を
進
め
、
年
内
に
そ
の
内
容

を
提
示
し
て
、
来
年
度
中
に
「
国
民
投
票
」

を
実
施
す
る
と
い
う
動
き
が
、一
挙
に
進
も

う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
国
会
開
会
中
に
ど

れ
だ
け
こ
の
流
れ
が
加
速
す
る
か
に
よ
っ

て
、「
国
民
投
票
」
実
施
の
日
程
に
影
響
し

て
き
ま
す
。 

ま
た
野
党
が
求
め
て
い
る
「
森
友
・
加 

計
学
園
問
題
」
も
、
法
案
審
議
と
並
行
し
て 

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
他
相
次
ぐ
一
流
大
企

業
の
不
正
事
件
や
、
国
費
３
兆
円
を
投
入

し
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設

を
巡
る
談
合
事
件
等
も
、
是
非
今
国
会
の

場
で
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
１
９
６
通
常
国 

会
を
注
目
し
て
い
ま
す
。
過
労
死
を
な
く

す
た
め
に
は
、
残
業
を
無
く
し
て
も
労
働

者
が
生
活
で
き
る
内
容
の
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
Ｏ
Ｂ
会
は
、

現
役
の
労
働
者
に
よ
っ
て
下
支
え
さ
れ
て

い
る
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
も
、
野
党
の
奮
闘
に
期
待
し
連
合
等

労
働
者
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
日
本
退
職
者
連

合
と
共
に
「
国
会
傍
聴
」
を
行
っ
て
、
し

っ
か
り
と
野
党
議
員
に
よ
る
政
府
追
及

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
そ
の
一
方
で
、
自
衛
隊
を
憲
法
９ 

条
に
明
記
さ
せ
な
い
た
め
に
、
「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」 

が
呼
び
か
け
て
い
る
３
０
０
０
万
人
署

名
活
動
の
成
功
に
向
け
て
全
力
を
上
げ

ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

東日本旅客鉄道労働組合 

東京都渋谷区代々木 2丁目 2番 6号 

ＪＲ新宿ビル13Ｆ〒151-8512 

Tel. 03－3375-5740（代） 

発行責任者   古 川 建 三 

 
 

  

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ ＯＢ会 ニュース  №253 ） 

 

)） 

 

「働き方改革国会」始まる 
 

 

復
帰
を
待
っ
て
い
ま
す 

 

 

 

 

正解は 

「人に            会 」でした。                  

 

今回は 1 月 25 日に締め切り、最終的には過去

最高の 457通の応募がありました（正解 412）。

応募頂いた皆さんに御礼を申し上げます。 

1月2９日に厳正な抽選を行った結果、次の方々

の当選を確認しましたので発表します。 
 

おめでとうございます！ 
 

１等 1万円のびゅう商品券（３名） 

① 小関 啓司（東京） ②和田国四郎（横浜） 

③ 清水 専治（長野） 

２等  ５千円のびゅう商品券（５名） 

① 吉田輝登志(盛岡) ②鈴木 辰宏（仙台） 

③ 和田 勲（東京） ④松村 宗雄（高崎） 

⑤ 細貝慶一郎 (新潟) 

３等  ３千円のびゅう商品券（10名） 

 

 

 

 

 

特別賞  １千円の図書カード（15名） 

① 天瀬 幸次 (盛岡)  ②保坂 正二（秋田） 

③ 草彅 講成（秋田）④佐藤 典夫(仙台) 

⑤ 東海林力（仙台） ⑥鹿内 正（水戸） 

⑦ 遠州 一郎（千葉）⑧村越 安雄（東京） 

⑨ 安達 修（東京）  ⑩浅野 講平（横浜） 

⑪ 杉山 晃 (高崎) ⑫渡部 憲三(新潟) 

⑬ 近藤愛一郎（長野） ⑭馬場 正男(八王子) 

⑮ 村松 茂正 (大宮)  （以上 敬称略） 

 

 

 

優 し い 

  
新春クイズの 
   当選発表 

注
目
の
対
決
法
案 

Ｏ 

 

第
１
９
６
通
常
国
会
が
首
都
圏
に
４
年
振
り
の
大
雪
が
降
っ
た
１
月
22
日
に
召
集

さ
れ
、
６
月
20
日
ま
で
の
１
５
０
日
間
に
亘
っ
て
、
政
府
が
提
出
す
る
予
定
の
64
法

案
を
巡
っ
て
、
与
野
党
に
よ
る
激
し
い
論
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ま
た
野
党
が
求
め
る
未
解
明
の
「
森
友
・
加
計
学
園
問
題
」
や
、
憲
法
改
正
の
国

会
発
議
を
急
ぐ
改
憲
勢
力
ら
に
よ
る
衆
参
の
「
憲
法
審
査
会
」
の
動
き
も
活
発
化
す

る
の
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
議
論
も
激
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

国
会
傍
聴
と 

署
名
活
動
に
全
力
を 

国会傍聴と 3000万署名を成功させよう 

Ｂ 

① 遠藤 弘（盛岡） ②鈴石利喜夫（秋田） 

③ 武田 富男（仙台）④前野 憲治（水戸） 

⑤ 田代 多聞（千葉）⑥山川 良孝（東京） 

⑦ 荻野 正男（横浜）⑧山口 謹一（高崎） 

⑨ 林 和弘（八王子）⑩川澄 久夫（大宮） 

 

 

 

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 

                  

 

                

  

                                     

                                        

                                         

                                 

今
月
は
、
森
づ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
り
に
情
熱
を
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
ぎ
、
仲
間
か
ら 

「
森
び
と
仙
人
」 

と
親
し
ま
れ
て
い
る
高
崎
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

の
松
村
宗
雄
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

松
村
さ
ん
は
、
現
職
時
代
に
は
地
本 

運
車
部
会
の
会
長
と
し
て
、
長
年
組
合 

運
動
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。 

森
び
と
へ
の
関
わ
り
は
、
Ｊ
Ｒ
東 

労
組
本
部
の
『
森
づ
く
り
推
進
委
員 

会
」
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
を
退
職
後
も
、
ど
ん
ぐ
り
か
ら 

       

苗
を
育
て
る
ポ
ッ
ト
苗
の
草
刈
り
・
散
水
・

植
え
替
え
の
作
業
を
、
毎
年
黙
々
と
繰
り
返

し
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
高
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
こ
れ
か
ら
の
老

後
運
動
を
、「
健
康
に
気
遣
い
な
が
ら
目
標
を 

   持
っ
て
楽
し
く
生
き
よ
う
」
と
発
信
し
た
の
を

機
会
に
、
70
の
手
習
い
で
ピ
ン
ポ
ン
と
竹

細
工
を
始
め
て
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

足
尾
の
森
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
実
感 
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し
た
の
は
、「
破
壊
さ
れ
た
自
然
を
取
り
戻 

す
事
が
い
か
に
困
難
な
事
か
」
と
、
い
う

こ
と
で
す
。 

「
地
球
環
境
破
壊
・
温
暖
化
に 

少
し
で
も
ブ
レ
―
キ
を 

掛
け
ら
れ
れ
ば
と
、
そ 

ん
な
思
い
を
込
め
て

「 
 

 
 

 
 

 
 

も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
し 

て
み
ま
す
か
」
と
少
々 

は
に
か
み
な
が
ら
、
内
に 

秘
め
た
思
い
を
語
っ
て
く
れ 

た
「
森
び
と
仙
人
」
の
背
中
が
や
け
に
大
き
く

見
え
ま
し
た
。 

（
前
橋
市
在
住
・
松
村 

宗
雄
・
72
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

高崎地本ＯＢ会 

 

 

 

 

 

 

 

支部との連携を密にし、 
ＯＢ会組織を強化・拡大しょう 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
昨
年
の
定
期
総
会
で
、

「Ｏ
Ｂ
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
」と
い
う
時

代
の
到
来
に
備
え
て
、
「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
強

化
」と
云
う
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
昨
年
８
月
に
四
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
会
議
」

を
開
催
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
や
組
織

強
化
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

一
方
中
央
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
を
定
年
退
職

し
て
エ
ル
ダ
ー
に
な
る
時
に
、
「
組
合
加
入

継
続
」
の
手
続
き
を
し
な
い
で
「
組
合
脱

退
」
を
す
る
組
合
員
を
ど
う
減
ら
す
か
が

長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
の
為
に
、
中
央
本
部
は
昨
年
12
月

に
「
地
本
エ
ル
ダ
ー
担
当
者
会
議
」
を
開
催

し
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
代
表
も
参
加
し
て
一
緒

に
議
論
を
し
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
会
議
で
は
、
「
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の

労
働
条
件
の
改
善
」
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、

各
支
部
が
Ｏ
Ｂ
会
の
協
力
を
得
な
が
ら

「
エ
ル
ダ
ー
の
組
織
化
」
に
全
力
を
上
げ
る

事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
決
定
を
受
け
て
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、

支
部
と
Ｏ
Ｂ
会
の
協
力
が
整
っ
た
箇
所
か 

             

 

ら
取
り
組
み
を
開
始
す
る
事
に
し
、
支
部

役
員
の
手
助
け
に
な
る
よ
う
に
「
Ｊ
Ｒ
東
労

組
Ｏ
Ｂ
会
・
入
会
の
ご
案
内
」
パ
ン
フ
と
、
保

険
料
の
団
体
割
引
の
特
典
を
記
し
た
「
ア
フ

ラ
ッ
ク
保
険
の
ご
案
内
」
パ
ン
フ
を
関
係
個

所
に
送
る
準
備
を
始
め
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
３
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
交

流
会
か
ら
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
会
員
の
姿
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
支
部
Ｏ
Ｂ

会
主
催
や
シ
ニ
ア
会
と
の
共
催
で
「
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
て
い
る
報
告
も
多
く

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今
後
Ｏ
Ｂ
会
組
織
の

拡
大
の
た
め 

に
、
支
部
と 

連
携
し
な
が 

ら
、
一
人
で 

も
多
く
の
エ 

ル
ダ
ー
組
合 

員
に
Ｏ
Ｂ
会 

に
加
入
し
て 

も
ら
い
、
よ 

り
楽
し
い
Ｏ 

Ｂ
会
に
し
て 

い
き
ま
す
。 

          

           

          

 

 

 

 

 

＊ 日 時 ２ ０ １ ８ 年 ４ 月 ２ ０ 日（金）１ ２ 時～ 
 

＊ 場 所 Ｊ Ｒ 東労組本部大会議室 
 

   先を見据えた活動方針を 

みんなの力でつくり出そう！ 
 
 

 

森
び
と
仙
人
と
呼
ば
れ
て 

   

 
    

 

                   

1
月
17
日
午
後
、
昨
年
12
月
9
日
に 

「
支
部
Ｏ
Ｂ
会
再
建
総
会
」
を
開
い
た
大
宮

地
本
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が
本
部
を
訪
れ
、

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
再
建
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
本
部
を
訪
れ
た
の
は
、
「
再
建
総

会
」
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た
雨
谷
会
長
と
生

沼
副
会
長
で
、
大
谷
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
と
佐
川

支
部
委
員
長
も
同
行
し
ま
し
た
。 

 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
古
川
会
長
を
始
め

５
名
の
役
員
と
、
Ｏ
Ｂ
担
当
の
奥
山
副
委
員

長
が
出
迎
え
ま
し
た
。 

古
川
会
長
は
支
部
の
指
導
に
感
謝
し
な

が
ら
、「
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

早
く
ブ
ラ
ン
ク
を
取
り
戻
し
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の

た
め
に
奮
闘
し
て
下
さ
い
」
と
新
役
員
に
温

か
い
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。 

                

 Ｊ Ｒ 東労組本部ＯＢ 会 
    

   第 22 回定期総会 

  

現役の「エルダー組織化」を支え 
 

支部ＯＢ会活動を活発化しょう！ 

新
生
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
が 

再
建
報
告
に
本
部
を
訪
問 

 

 

 

                  

                        

１月１６日、日本退職者

連合の「2018新春の集い」

が、連合会館の会議室で

開催されました。 

この集いには、中央単産

や関東ブロックの組織代表 

者の外に、来賓として連合 

や中央労福協などの関係団体からも参加がありました。 

 また政党からは、統一会派を巡って政党間での綱引きが続く 

立憲民主党や、民進党、希望の党と共に社民党も出席し、初 

めてテレビカメラも会場に入りました。ＪＲ総連ＯＢ連絡会からは 

ＪＲ東労組と貨物労組のＯＢ会から５名が参加しました。（参加 

者は総勢１５０名） 

 主催者の人見会長は、「社会保障制度の充実のために、高 

齢者の課題を積極的に発言して行く。直ちに政策・制度要求 

の要請行動を取り組む」と力強く述べました。 

その後参加者は、お酒を片手に単産、地域を越えて懇親を

深めました。 

 

 

 

日本退職者連合が 
 

「2018 年新春の集い」を開く 

 挨拶をする人見会長 

支部間交流で囲碁を楽しむ会員 


